
トレンドステーションⅡとは。 

 

 ■システム売買の概念 

システム売買とは、ある一定の条件のもとに選択された銘柄を買い付けから売り決済へ、 

そして売り決済と同時に空売りを仕掛け、空売り決済後さらに買い付けを連続して売買 

(ドテン売買)を行う投資手法です。投資家の技術的な判断や主観などは一切はさまず売 

買サインに基づいて機械的に売買を繰り返します。非常にシンブルであり簡単な投資法 

です。 

一般の売買では、その売買のつど各指標などを分析・検討したり、過去の投資経験など 

により売買の判定を下すことが一般的であると思います。しかしシステム売買の場合は、 

これら判断はすべてシステムの売買サインの指示に従い実践するわけですから、株価等 

の検証などは一切必要なくなることになります。 

 

以上により、システム売買自体は一見簡単な売買手法のように思われますが、実際運用 

し見るとなかなか思い通りにはならないようです。 

 

ある程度株式投資の経験のある投資家は、自分なりの一定の投資スタイルを持っている 

ものです。目先的な売買を得意とする投資家もいれば、中長期的な売買を得意とする投 

資家もいます。いろいろな考えを持ち、いろいろな投資スタイルを持った投資家がひと 

つの決められた売買手法で売買するということは、「株式投資で収益を上げる」という目 

的は共通するものの、その売買技法は相いれないという場合もあると思います。そのた 

めシステム売買においては、投資家により向き不向きがあるのも事実です。ただ、株式 

投資で「利益」のみを追求するのであれば、このシステム売買が最適であると思います。 

 

システム売買には、その本質を見極め十分に理解されてからではないと継続的な運用は 

難しいものとなります。 

 

 

 ■システム売買の特徴 

本システムは「完全なるシステム売買」として設計された株式運用システムです。 

本システムは、順張り手法により連続売買(ドテン売買)スタイルであり、売買のすべては 

本システムの売買サインに従って売買するだけで、他の指標の検証などは一切必要ありま 

せん。売買銘柄もすでにランク付けされており、これらの銘柄の上位より売買サインに従 

って仕掛けに入るだけです。 

 



本システムは、一般の株式売買というスタイルから更にランクアップして株式投資による 

「資産運用」という考え方を基本として構築されています。よって目先的な売買ではなく 

株式投資を中・長期的な視点から捉えた投資手法を基本としています。 

 

損失は小さく早めに処分する。利益は限りなく大きく取るという「損小利大」の投資原則 

に忠実に従った売買手法を取り入れています。損失幅は小さく利益は大きいため総計では 

利益を生むということになります。 

 

本システムの本質を理解していただき、忠実に売買を実践いただければ投資家の皆様のご 

期待に十分お答えできるものと確信しております。 

 

 

 ■パフォーマンス(シミュレーションの結果) 

   

これらのパフォーマンスは、過去 10 年以上にわたり検証した結果です。 

これらはシステム売買に適した銘柄を上位よりランキングして、その上位より銘柄数を限 

定し検証しました。また売買は実際の売買と同じように転換日の翌日の寄り付きで売買し 

たと仮定しました。売買手数料や諸経費は考慮されておりません。 

売買はすべて、新規買い⇒買決済⇒新規空売り⇒空売り決済⇒新規買い⇒の連続売買です。 

 

--------------------------------------------------------------------------------- 

更新日２００４年１２月２８日現在 ランキング上位による過去３年間のパフォーマンス 

  順位    平均損益  平均日数  年率換算  勝率 

上位 ５０位   61.1%   193    98.9%   51% 

上位１００位   46.2%   165    75.1%   46% 

上位１５０位   35.5%   165    63.3%   46% 

上位２００位   29.0%   153    53.8%   44% 

---------------------------------------------------------------------------------- 

 

上記のパフォーマンスは、過去３年間の 【 ランキングリスト 】 上位からの成績です。 

 

 

 

 



 

 

 

トレンドステーションⅡの操作 

 

 

          

 

≪メニューバー≫================================================== 

 

 

 

 

 ■[運用方法] 

  本システムの運用に対する考え方や運用方法について解説してあります。 



 

 

 

  ■[操作解説] 

  本システムの操作方法について解説してあります。 

 「メインフォーム解説」「持株管理解説」「決済リスト解説」があります。 

 各画面の「操作」ボタンからも見ることができます。 

 



 

 

 

  ■持株管理 

仕掛けた銘柄を登録し管理します。「新規入力」「訂正」「削除」「転送」「並び替え」等 

ができます。詳細については「持株管理」画面の「操作」に記載されています。 



 

 

 

  ■決済リスト   

決済が終了した銘柄を「持株管理」から転送し、決済日、決済値、手数料等を入力して 

成績の評価をします。詳細については「決済リスト」画 面の「操作」に記載されてい 

ます。 



 

 

 

  ■画面印刷   

  チャート画面を印刷します。  

   

  ■質問メール 

本システムの不明な点の質問や株式全般の質問ができます。 

メールにてお答えいたします。 

   



 

 

  ■メモ帳 

売買において記録しておきたい事柄などを自由に書き込んで保存しておくことができま 

す。 

  

 

 

 

  ■お申し込み  

  本システムのお申し込みができます。 

   

 

≪銘柄リスト≫==================================================== 

 

「本日の転換銘柄」「ランキングリスト」「全銘柄リスト」「持ち株リスト」を選択され 

ることにより、各リストの銘柄が表示されます。 

 

 

≪操作ボタン≫==================================================== 

 

  ■本日の転換銘柄 

本日、「買転換」または「売転換」した銘柄(信用銘柄のみ)を銘柄リストに表示します。 

「ランク」の欄に順位が記載されています。新規の仕掛けはこのランクの上位１００位 



までの銘柄(できるだけ上位にランクされている銘柄)を仕掛けます。本システムの新規 

の仕掛けは、このリストからのみですので注意してください。１００位以上の銘柄の仕 

掛けは避けてください。クリックすると株価チャートが表示されます。" 

 

転換した仕掛け銘柄(上位１００位内の銘柄)が毎日選択されるわけではありません。 

上位１００位内の銘柄が表示されない場合は、当日の仕掛け銘柄は無いということにな 

ります。 

また、株価データ期間が２年に満たない銘柄は、分析計算が不安定になっているため避 

けてください。 

 

 

  ■ランキングリスト 

信用銘柄のみを上位よりランキングしています。最終転換日を表示してあります。 

仕掛け銘柄のリストではありません。クリックすると株価チャートが表示されます。 

 

  

 

 ■全銘柄リスト 

東証全銘柄のコード番号順のリストです。転換日やランクが表示されます。ランキング 

順に表示する場合は、左下の「Sort」ボタンをクリックするとランキング順に表示され 

ます。クリックすると株価チャートが表示されます。" 

ただし、ここでのランキングは「ランキングリスト」の順位とは異なりますので注意し 

てください。「ランキングリスト」は信用銘柄のみです。 

 「全銘柄リスト」は現物銘柄を含む全銘柄の順位です。 



 

  

 

 ■持ち株リスト 

「持株管理」に登録された銘柄が表示されます。「ランキングリスト」の２００位以下 

になると「×」のマークが表示されます。ここに表示されるランクは、「ランキングリ 

スト」の順位です。 

「買い」または「売り」で持続していた銘柄が転換すると「売」または「買」が表示さ 

れますので、すみやかに反対売買を行います。 

 

 

 

 ■コード 

 証券コードを入力すると株価チャートが表示されます。 

 

 ■印刷 

 銘柄リストを印刷します。上位何銘柄と指定して印刷できます。 

  

 ■「６ヵ月」～「３６ヶ月」 

 株価チャートを表示する期間を選択します。 

  

 ■業績詳細 

 表示された株価チャート銘柄の業績の詳細を表示します。 



 

 

 ■株価データ 

 表示された株価チャート銘柄の日々の株価、出来高、信用残、変動率等を表示します。 



  

 

 

 ■コメント 

毎週一回程度、ＳＰＳ研究所より株式投資についての解説や投資技法のコメントがあり 

ます。過去のコメントも閲覧できます。 



  

 

 

 ■パフォーマンス 

 本システムの「ランキングリスト」の上位からの成績が表示されます。 

 これらの内容は日々更新されます。 

  

 

 

 ■「ローソク」「ライン」 

クリックすることにより、株価チャートが「ローソク足」「ライン(折れ線)」で表示さ 



れます。 

  

  

 

≪指標≫========================================================== 

 

 ■業績更新日 

 該当銘柄の業績内容が更新された日を表示しています。 

  

 ■単独短期／単独長期／連結短期／連結長期  

該当銘柄の単独業績や連結業績を３期分および６期分(来期予想を含む)を分析し、これ 

らが東証全体のどの水準にあるかを表示してあります。最大１０ポイントとして業績を 

判定しています。 

 

 

 ■格付 

該当銘柄の財務体質の健全度を表した指標です。これらが東証全体のどの水準にあるか 

を表示してあります。最大１０ポイントとして財務体質を判定しています。" 

  

 ■データ更新日時  

本システムのデータが更新された日付および時間です。ご利用される時は必ず確認して 

ください。 

  

 ■利益平均／利益平均日数 

該当銘柄の売買において(過去３年間)、プラスで決済した売買の平均利益率、およびプ 

ラスで決済した売買の決済までに要した平均日数です。 

 

  

 ■損失平均／損失平均日数 

該当銘柄の売買において(過去３年間)、マイナスで決済した売買の平均損失率、および 



マイナスで決済した売買の決済までに要した平均日数です。 

  

 ■平均損益率／平均日数 

プラスで決済した売買とマイナスで決済した売買の平均の損益率、および決済までに要 

した日数の平均です。 

 

 ■勝率 

 プラスで決済した売買とマイナスで決済した売買の比率です。 

  

 ■売買回数 

 該当銘柄の過去３年間の売買の回数です。売買はすべて、売り買いの連続売買です。 

  

 ■年率換算 

 該当銘柄の過去３年間のすべての売買の年率換算数値です。 

計算方法は一回あたりの売買を 損益率×(３６５÷決済までの日数)で計算し、これら 

の個々の売買を合計して平均した数値です。 

 

 ■株価変動率 

過去３年間の株価の変動する波動の大きさを表した指数です。本システムで売買に採用 

する銘柄は「株価変動率」の大きい銘柄を採用します。「１．００」以上が望ましい。 

  

 ■株価歪度  

過去３年間の株価の「もちあい期間」の長さを捉えた指数です。もちあい期間が長くな 

ると「だまし」も多く発生し非効率です。できるだけ、もちあい期間の少ない銘柄を選 

択します。「７５」以下が望ましい。  

  

  

≪ポジション比率≫================================================ 

  

 ■ポジション比率  

相場全体の動向を観察し、現在の「売り」と「買い」でどちらが優位であるかを判定し 

た指数です。全体を１００として判定しています。 

 

 ■持ち株ポジション 

現在「持株管理」に登録されている銘柄の「買い」と「売り」を比較した数値です。 



全体を１００として判定しています。これらは売買代金(株価×株数)で計算しています。 

 持ち株は、相場全体の動向を示す「ポジション比率」に合わせて売買すると効果的です。  

 

 

≪相場観測指数≫================================================== 

 

 ■相場観測指数 

相場観測指数は、東証全体の相場動向を表した指数です。赤色(指数が「１」以上)は上 

昇トレンド、青色(指数が「１」以下)は下降トレンドと判定します。指数の最大値、最 

小値が表示されています。 

 

 

≪株価チャート≫================================================== 

 

 ■株価チャート 

株価チャートは最大３年間(日足)表示されます。株価チャート上の赤の縦ラインは「買 

転換」、青の縦ラインは「売転換」です。最終転換のみに「買転換」「売転換」のラベル 

が表示されます。黄色の点線は、株式分割(権利落ち)等のラインです。 

 

 

 

株価チャート上でマウスを移動すると、株価チャート上部のボックスに株価や出来高等 

の数値が表示されます。 

 



 株価チャート上でマウスを右クリックすると縦、横のスケールラインが引かれます。 

 

「ランキングリスト」の上位２００銘柄に該当する銘柄の株価チャートのバックグラン 

ドは「黒色」となります。それ以外は「青色」です。つまり、バックグランドが「黒色」 

の銘柄が本システムの売買対象銘柄となります。 

 

 

 ■転換指数／出来高/信用残 

 株価の上昇、下降の転換を赤色と青色のラインで表示します。 

 株価チャート上の「買転換」「売転換」は、これらにより判定されています。 

 該当銘柄の「出来高」と信用の「売り残」「買い残」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 


